
明けまして、おめでとうございます。東京オリンピック・パラリンピックの年がいよいよスタートしました。

今年が、皆様にとって良き年になりますことを、心よりお祈り申し上げます。本年もよろしくお願い致します。 

大変楽しみにしている今年のＮＨＫ大河ドラマは、応仁の乱の後、室町時代の末期に、美濃の国の下級武士

として生まれ、戦国時代を駆け抜けた（俳優の長谷川博己さんが演じる）若き日の明智光秀を主人公とした、

（池端俊策さんのオリジナル脚本の）「麒麟がくる」です。麒麟とは、中国の神話に出てくる霊獣・幻獣で、

外観は、キリンビールのロゴで御馴染みの様に、鹿の胴体、牛の尾、馬の足、狼の頭部を持ち、額に角を 1

本生やしているようですが、文献によっては、全身に鱗が生えていたり、焔
ほのお

の翼を持っていたり、頭が龍に似

ていたり、時代によってその姿は異なるそうです。中国の古文書『礼記
ら い き

』によると、麒麟は、王が仁のある政

治を行うときに現れる神聖な生き物「瑞
ず い

獣
じゅう

」とされ、鳳凰
ほ う お う

、霊
れ い

亀
き

、応
お う

竜
りゅう

と共に「四
し

霊
れ い

」と総称されています。

また、幼少から秀でた才を示す子どものことを、麒麟児と称するそうです。題の「麒麟がくる」には、どのよ

うなメッセージが込められているのかを考えながら、初めて主役になった明智光秀について少しずつ調べなが

ら、今年一年大河ドラマを楽しんでみようかと思います。書店では、光秀に関する歴史本が、並んでいますね。 

 信長を討った本能寺の変が注目されるために、これまでの光秀は逆賊や卑怯者扱いされがちですが、光秀が

統治した場所では良君とされ、今でも地元の人から愛され、尊敬されていることはご存知ですか。例えば、福

地山では、わずか３年の在城でしたが、氾濫する由良川を治水し、城下町を作り、今でも御霊
ご り ょ う

神社
じ ん じ ゃ

で祭神とし

て祀られています。琵琶湖の湖岸に坂本城を築城した後、京都の亀岡を平定して統治し、同様に領民に慕われ

たそうです。また、光秀は愛妻家としても評価されています。きっと、尊敬される真面目な方だったんですね。 
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